
国有林の分布と森林事務所

森林官
　
日
本
の
面
積
の
２
割
、
森
林
面
積
の
３
割
を
占

め
る
国
有
林
は
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
県

ま
で
全
国
各
地
に
所
在
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
国
有
林
の
管
理
経
営
の
最
前
線
で
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
の
が「
森
林
官
」で
す
。

　
今
回
は
、
国
有
林
の
調
査
や
巡
視
を
は
じ
め
と

し
て
、
専
門
的
で
多
様
な
業
務
を
担
っ
て
い
る「
森

林
官
」に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

１
．
森
林
官
と
は

　

林
野
庁
で
は
、
全
国
各
地
の
広
大
な
国
有

林
に
お
い
て
管
理
経
営
の
取
組
を
効
果
的
に

行
う
た
め
、
全
国
に
７
つ
の
森
林
管
理
局
を

設
置
し
、
そ
の
下
部
機
関
と
し
て
、
98
の
森

林
管
理
署
・
14
の
支
署
等
を
設
け
、
国
有

林
に
期
待
さ
れ
る
役
割
が
十
分
に
発
揮
さ
れ

る
よ
う
、
国
有
林
の
状
態
の
調
査
や
巡
視
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い

て
、
間
伐
な
ど
森
林
の
整
備
や
保
全
の
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

各
森
林
管
理
署
等
に
お
い
て
、
地
域
に
根

差
し
た
管
理
経
営
を
行
う
上
で
、
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
の
が「
森
林
官
」で
す
。

森
林
官
は
、
そ
れ
ぞ
れ
管
轄
す
る
国
有
林

（
担
当
区
）を
も
ち
、
日
々
、
国
有
林
の
調
査

や
巡
視
、
間
伐
な
ど
の
各
種
事
業
の
監
督
、

地
元
の
自
治
体
や
住
民
の
方
々
と
の
連
絡
調

整
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

　

森
林
官
は
、
全
国
に
約
8
4
0
名
お
り
、

一
人
当
た
り
の
管
轄
面
積
の
平
均
は
、
約
９

千
ha
に
な
り
ま
す
。
こ
の
面
積
は
、
山
手
線

の
内
側（
約
６
千
ha
）よ
り
も
大
き
く
、
日
々

の
業
務
を
効
率
的
に
行
う
た
め
、
森
林
官

は
、
国
有
林
の
現
場
に
近
接
し
た「
森
林
事

務
所
」で
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

森
林
官
は
、
い
わ
ば「
国
有
林
の
顔
」と
し

て
、
地
域
と
国
有
林
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

林野庁

森林管理局（７）

森林管理署（98）・支署（14）等

国有林の組織

ってどんな仕事？

国有林
森林事務所

小
笠
原
諸
島

琉球諸島

森林官（約840名）
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「
森
林
官
」の
歴
史
は
、
国
有
林
が

成
立
し
た
明
治
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
当
時
は
、「
官

林
監
守
人
」、「
森
林
監
守
」、「
森
林

主
事
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
基
本

的
な
業
務
の
内
容
は
、
森
林
の
巡
視

や
伐
採
の
監
督
な
ど
現
在
の
森
林
官

と
大
き
く
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
当
時

は
、
現
在
の
よ
う
な
業
務
服
で
は
な

く
、
写
真
の
よ
う
な
制
服
を
着
用
し
、

サ
ー
ベ
ル
を
携
帯
し
て
い
ま
し
た
。

　

戦
後
、「
担
当
区
主
任
」と
い
う
名

称
に
変
更
さ
れ
、
平
成
４
年
か
ら「
森

林
官
」の
名
称
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
年
配
の
方
の
中
に
は
、

今
で
も
森
林
官
の
こ
と
を「
主
任
さ

ん
」と
呼
ぶ
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

　
服
装
や
名
称
は
変
わ
り
ま
し
た
が
、

1
0
0
年
以
上
前
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
、「
森
林
官
」は
国
有
林
の
管
理

経
営
の
最
前
線
で
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
ま
す
。

　

森
林
官
は
、
様
々

な
業
務
を
担
っ
て
い
ま

す
が
、
一
般
的
な
事
務

職
の
公
務
員
と
異
な

り
、
多
く
の
時
間
、
国

有
林
内
で
の
調
査
や

事
業
の
監
督
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
一
般
に
は
あ
ま

り
目
に
す
る
こ
と
が
な

い
森
林
官
の
現
場
で
の
服

装
や
装
備
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

現
場
で
の
服

装
は
、
業
務

服
に
ヘ
ル
メ
ッ

ト
、
手
袋
、
ス
パ

イ
ク
付
き
の
地
下
足
袋

や
長
靴
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

森
林
の
調
査
な
ど
を
行
う
際
に

は
、
鉈な
た

や
鋸

の
こ
ぎ
りを
装
備
し
、
国
有

林
の
地
図
や
調
査
結
果
を
記
入

す
る
野
帳
な
ど
を
マ
ッ
プ
ケ
ー

ス
に
入
れ
て
携
帯
し
ま
す
。
ま

た
、
ク
マ
が
生
息
し
て
い
る
地

域
で
は
、
人
間
の
存
在
を
知
ら

せ
る
た
め
の
熊
避
け
鈴
を
装
備

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

森林監守

「
森
林
官
」の
歴
史

業務服と手袋
　業務服は林野庁職員の現場での
ユニフォームです。障害物や虫等
から肌を守れるよう、厚手の生地
でできており、手袋も革製などの
丈夫なものを用います。

熊避け鈴
　野生動物に人間の存在を
知らせ、遠ざけます。

鉈と鋸の２丁差し
　灌木の刈り払いなどに使用す
る鉈と鋸。これを一つの鞘

さや

に入
れて持ち運びます。（詳しくは本
誌１１月号「林野庁一口メモ」参
照）
　鞘には、動いても鉈や鋸が抜
けないように、バンドが付いて
います。

図面とマップケース
　通常、森林官が使用する図面
は、縮尺２万分の１の施業実施計
画図と５千分の１の基本図。
　図面は、紙でできているので、
濡れないようにマップケースに入
れて持ち歩きます。

スパイク付き地下足袋
　急傾斜地でも安定して移動できるよ
う、地下足袋にスパイク（滑り止めの金
具）をつけた履き物。ほとんど山林でし
か見かけません。
　雨の日やぬかるんだところを歩く場
合は、スパイク付きゴム長靴やスパイ
ク付き防水地下足袋を使用します。

先割れ靴下
　地下足袋のつま先は割れているので、中に履い
ている靴下も当然先割れです。５本指靴下も可で
す。（図では靴下は見えていません）

脚
きゃはん

絆
　ズボンの裾は、通常、障害物にからまない
ように靴下の中に入れます。その上からすね
とふくらはぎを覆い、裾を安定化させ、すね
をガードするのが、脚絆です。鎌等の刃物を
使用する場合などは、脚絆を付けます。（図
は脚絆を付けた状態）

２
．
森
林
官
の
装
備

保安帽（ヘルメット）
　落下物があった際や転倒した
際に頭部を保護してくれる保安
帽。それぞれに名前と血液型が
記されています。
　なお、保安帽の正面と業務服
の胸のところに付い
ているのは国有林の
シンボルマークです。
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３
．
森
林
官
の
業
務

　

森
林
官
は
、
国
有
林
の
管
理
経
営
の
最
前
線
で
様
々
な
業

務
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、
代
表
的
な
業
務
と
そ
れ
に
用
い
る

道
具
類
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
１
）森
林
の
調
査

　

森
林
官
の
重
要
な
業
務
の
一
つ
に
森
林
の
調
査
が
あ
り
ま

す
。
代
表
的
な
も
の
は
間
伐
等
の
実
施
に
必
要
な
立
木
の

調
査（
収
穫
調
査
）で
す
。
収
穫
調
査
で
は
、
専
用
の
道
具
を

使
っ
て
立
木
の
直
径
や
樹
高
な
ど
を
計
測
し
、
伐
採
す
る
木

や
量
を
決
定
し
ま
す
。

（
２
）国
有
林
と
民
有
地
の
境
界
の
管
理

　

国
有
林
の
管
理
に
不
可
欠
な
業
務
が
民
有
地
と
の
境
界
の

管
理
で
す
。
国
有
林
と
民
有
地
の
境
界
に
は
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
な
ど
で
で
き
た「
境
界
標
」が
埋
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

境
界
標
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
大
部
分
が
明
治
期
に
測
量
が

行
わ
れ
て
位
置
が
確
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
森
林
官
は
、
業
務

の
一
つ
と
し
て
国
有
林
の
境
界
に
異
常
が
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク

す
る
た
め
の
調
査（
境
界
巡
検
）を
行
っ
て
い
ま
す
。
境
界
巡

検
で
は
、
境
界
標
の
位
置
を
確
認
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
、

測
量
器
具
を
用
い
て
、
方
位
、
距
離
等
の
計
測
を
行
っ
て
い

ま
す
。

収穫調査の様子

境界巡検の様子

ポケットコンパス

距離を計測するた
めの目盛りのつい
たポリエチレン製
などのロープ。

間
けんなわ

縄

（
３
）調
査
結
果
や
事
業
実
施
結
果
の
管
理

　

森
林
内
で
行
う
調
査
だ
け
で
な
く
、
日
々
行
う
調
査
や
巡

視
、
各
種
事
業
の
実
施
結
果
の
管
理
な
ど
森
林
事
務
所
の
室
内

で
行
う
業
務
も
森
林
官
の
重
要
な
業
務
の
一
つ
で
す
。
森
林
官

は
、
調
査
結
果
な
ど
を
と
り
ま
と
め
、
結
果
を「
森
林
調
査
簿
」

と
呼
ば
れ
る
森
林
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や「
施
業
実
施
計
画
図
」な

ど
の
国
有
林
の
地
図
な
ど
へ
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、

森
林
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
地
図
情
報
を
パ
ソ
コ
ン
上
で
一

体
的
に
取
り
扱
う「
国
有
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
」も
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
森
林
官
が
日
々
収
集
・
整
理
す
る
国
有
林
の
基

礎
的
な
情
報
は
、
各
種
事
業
の
発
注
や
国
民
の
皆
様
へ
の
情

報
提
供
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。国有林ＧＩＳ

方位磁石を用いて方位角や傾
斜を計測する測量器具。森林
内でも持ち運びがしやすいよ
うコンパクトに折りたたむこ
とができます。

立木の幹を挟み直径を計測する器
具。立木の直径は、調査のしやすさ
などから一般的に胸の高さで計測す
るため、胸

きょうこう
高直

ちょっけい
径と呼ばれます。

輪
りんじゃく

尺

施業実施計画図
縮尺２万分の１の国有林の地図です。
国有林の位置や地形（等高線）のほか、
植栽樹種や植栽後の年数（林齢）、各
種法律による規制などが記載されて
います。

樹種や林齢などの森林情報と地
図情報を一体的にパソコン上で
取り扱う情報システムです。間
伐等の候補地の位置表示や面積
の計算などが可能です。
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樹高測定器

森林事務所内での作業の様子

立木までの距離と梢を見上げる角度
から樹高を計測する器具。

境界標
上の写真で上部が赤く十字が刻まれている杭が境界
標です。国有林と民有地の境に設置されます。

森林官の車両

森林事務所の外観（倉渕森林事務所）

４
．
森
林
事
務
所

　

森
林
官
の
勤
務
し
て
い
る
事
務
所
を「
森

林
事
務
所
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。
森
林
管
理

署
と
森
林
事
務
所
の
関
係
は
、
警
察
署
と
駐

在
所
の
関
係
に
似
て
お
り
、
署
は
市
町
村
の

中
心
部
に
あ
り
、
一
方
で
森
林
事
務
所
は
現

場
に
近
い
山
村
集
落
に
多
く
所
在
し
て
い
ま

す
。

　

森
林
事
務
所
に
は
、
森
林
官
の
事
務
室
が

設
け
ら
れ
て
お
り
、
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど

の
事
務
用
品
の
ほ
か
、
国
有
林
の
各
種
地
図

や
台
帳
、
国
有
林
を
上
空
か
ら
撮
影
し
た
空

中
写
真
な
ど
が
備
え
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
宿
舎
が
併
設
さ
れ
て
い
る
事
務
所
も

多
く
あ
り
ま
す
。

５
．
森
林
官
の
車
両

森林事務所の内部（倉渕森林事務所）

　

森
林
官
用
の
車

両
に
は
、
写
真
の

よ
う
な
全
国
統
一

の
カ
ラ
ー
リ
ン
グ

が
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

悪
路
等
で
も
対

応
で
き
る
よ
う
に

４
W
D
車
と
な
っ

て
い
ま
す
。
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　森林官になるためには、国家公務員採用試験に合格し、林野庁職
員として採用される必要があります。林野庁職員に採用後、一定の
業務経験や研修などを経て、森林・林業に関する知識を修得した上
で、森林官として配属されることになります。
　林野庁の採用スケジュールなどの詳細については、林野庁ホーム
ページ（http://www.rinya.maff.go.jp）のトップページ「採用情報」
から見ることができます。

どうすれば森林官になれるの？

６．森林官への  インタビュー

6:00 起床、朝食とお弁当作り
6:40 娘を起こす（なかなか起きないので毎朝大変です）
7:00 夫を見送り、娘と朝食
8:00 保育園に娘を預ける
8:30 勤務開始
 メール等のチェック、今日の予定確認
9:15 造林請負事業の監督
 進捗状況などを確認します。

言
わ
れ
る
カ
ヤ
の
平
高
原
が
あ
る
た

め
、
散
策
の
案
内
な
ど
を
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
夏
に
は
地
元
の
農
林

高
校
の
生
徒
を
対
象
に
歩
道
の
整

備
、
間
伐
材
を
使
っ
た
階
段
づ
く
り

な
ど
の
林
業
体
験
の
指
導
を
行
い
、

最
近
は
60
歳
代
の
方
の
グ
ル
ー
プ
に

ブ
ナ
の
原
生
林
を
案
内
し
ま
し
た
。

　
森
林
官
の
業
務
は
多
岐
に
わ
た
っ

て
大
変
で
す
が
、
除
伐
や
間
伐
等
の

事
業
が
終
わ
っ
た
後
の
、
光
が
射
し

込
み
明
る
く
な
っ
た
山
を
見
る
と
、

き
れ
い
に
な
っ
た
な
ぁ
〜
と
嬉
し
く

な
り
ま
す
。
自
分
の
仕
事
の
成
果
を

目
で
見
て
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
や

り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

■
山
村
で
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し

て
い
ま
す
か
？

　
長
野
県
木
島
平
村
は
自
然
豊
か
な

村
で
、
農
業
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
周
囲
が
田
ん
ぼ
と
畑
に
囲
ま

れ
て
い
る
の
で
、「
ち
ょ
っ
と
ト
マ
ト

採
れ
た
か
ら
持
っ
て
い
っ
て
」と
、
ご

近
所
の
方
か
ら
美
味
し
い
採
れ
た
て

の
野
菜
を
お
す
そ
分
け
し
て
い
た
だ

い
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
私
に
は
も
う
す
ぐ
5
歳
に
な
る
娘

が
い
ま
す
が
、
保
育
園
で
も
農
業
体

験
を
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
た

め
か
、
野
菜
や
植
物
へ
の
興
味
が
自

然
と
湧
く
よ
う
で
、
野
菜
は
好
き
嫌

い
な
く
美
味
し
く
食
べ
ま
す
し
、
山

菜
や
木
の
実
な
ど
、
山
の
恵
み
の
食

材
も
大
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

　
平
日
は
、
な
か
な
か
娘
と
ゆ
っ
く

り
話
を
し
た
り
遊
ん
だ
り
し
て
あ
げ

ら
れ
な
い
の
で
、
休
日
は
広
い
公
園

に
遊
び
に
行
っ
た
り
、
菜
の
花
を
見

に
行
っ
た
り
し
て
、
家
族
で
の
ん
び

り
と
過
ご
し
て
い
ま
す
。

■
今
後
、
目
指
し
て
い
き
た
い
事

は
？

　
ま
だ
ま
だ
知
識
も
経
験
も
浅
い
の

で
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
山
を
歩
い

て
、
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
し

っ
か
り
吸
収
し
、「
山
を
見
る
目
」を

養
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
志
望
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た「
人
に
伝
え
る
仕
事
」も
こ
な
せ
る

よ
う
、
木
だ
け
で
な
く
山
で
暮
ら
す

様
々
な
動
植
物
に
関
心
を
持
ち
、
自

分
の
引
き
出
し
を
い
っ
ぱ
い
に
し
て

い
け
る
よ
う
勉
強
を
続
け
た
い
と
思

い
ま
す
。

中
部
森
林
管
理
局

北
信
森
林
管
理
署　
木き
じ
ま
だ
い
ら

島
平
森
林
事
務
所

森
林
官　

百も
も
せ瀬　
結ゆ
い

■
森
林
に
関
わ
る
職
業
を
選
ん
だ

き
っ
か
け
は
？

　
大
学
で
森
林
・
林
業
を
学
び
、
間

伐
の
重
要
性
を
知
っ
た
の
が
興
味
を

持
っ
た
き
っ
か
け
で
し
た
。「
森
林
伐

採
＝
環
境
破
壊
」で
は
な
い
こ
と
を

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
思

い
、
森
林
・
林
業
に
携
わ
る
仕
事
を

志
望
し
ま
し
た
。

■
日
常
、
ど
の
よ
う
な
業
務
を　

行
っ
て
い
ま
す
か
？

　

造
林
や
間
伐
な
ど
の
事
業
の
監

督
、
収
穫
調
査
、
境
界
巡
検
、
林
道

点
検
な
ど
、
管
内
の
国
有
林
に
関
す

る
あ
ら
ゆ
る
業
務
に
携
わ
っ
て
い
ま

す
。

　
豪
雪
地
帯
な
の
で
、
積
雪
の
状
況

に
よ
っ
て
は
現
場
に
入
る
こ
と
が
で

き
な
い
た
め
、
6
月
〜
11
月
の
6
か

月
ほ
ど
で
1
年
分
の
現
場
業
務
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
請
負
事

業
の
現
場
に
行
く
つ
い
で
に
近
く
の

貸
付
地
の
現
況
確
認
も
行
う
な
ど
、

で
き
る
だ
け
効
率
的
に
業
務
の
予
定

を
組
む
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
管
轄
し
て
い
る
国
有
林
内

に
は「
日
本
一
美
し
い
ブ
ナ
林
」と
も

12:00 昼休み
13:00 境界巡検
 急斜面もあるので、足元に十分注意しながら歩きます。
16:45 森林事務所に帰着
 翌日の予定確認、メール等のチェック。
17:15 勤務終了
 保育園へ娘を迎えに行く。
 本日の夕飯はオムライス。娘と一緒に作ります。

ある日のスケジュール
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森林官ってどんな仕事？ special edition
特 集



　国有林の管理経営の最前線では、日々、専門的で多様な業務を担う森林官が活躍しており、林野庁の職員の多
くは、一度は森林官として、森林・林業の現場の最前線での業務や山村地域での生活を経験しています。
　林野庁では、今後とも、地域に密着した行政組織として国民の皆様の期待に応えられるよう、今回ご紹介した
森林官をはじめとした職員が一丸となって、森林・林業の再生や山村の活性化、国有林野の適切な管理経営など
に取り組んでまいります。

７．おわりに

６．森林官への  インタビュー

6:30 起床
 朝は苦手ですが、熱いお風呂で目を覚ましてがんばり

ます！
7:00 朝食
8:00 森林事務所へ
 事務所に宿舎が併設されているため、通勤時間は扉を

開けて２秒。 地元の方からの要望が朝早く入ることも
あるので、早めに事務所に入ります。

8:30 勤務開始
 メール等のチェック、予定確認と1日の予定を森林管理

署に連絡します。

■
森
林
に
関
わ
る
職
業
を
選
ん
だ

き
っ
か
け
は
？

　

実
家
が
兼
業
農
家
だ
っ
た
の
で
、

自
然
に
親
し
ん
で
育
ち
ま
し
た
。
大

学
で
主
に
植
物
の
生
態
学
を
学
ん
だ

こ
と
も
あ
り
、
自
然
と
関
わ
り
な
が

ら
人
の
役
に
立
つ
仕
事
に
就
き
た
い

と
思
っ
た
の
が
、
き
っ
か
け
で
す
。

■
日
常
、
ど
の
よ
う
な
業
務
を　

行
っ
て
い
ま
す
か
？

　

造
林
や
間
伐
な
ど
の
事
業
の
調

査
や
監
督
、
林
道
の
管
理
・
補
修
な

ど
、
管
内
の
国
有
林
に
関
す
る
業
務

が
主
で
す
が
、
民
有
地
を
通
る
林
業

専
用
道
を
整
備
す
る
た
め
、
地
権
者

を
探
す
と
い
っ
た
業
務
を
行
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

倉
渕
森
林
事
務
所
の
管
内
に
は
、

観か
ん
の
ん
や
ま

音
山
や
榛は
る
な
さ
ん

名
山
等
の
観
光
地
が
あ

る
た
め
、
国
有
林
内
の
倒
木
や
蜂
の

発
生
等
に
つ
い
て
の
対
応
要
望
が
多

い
の
が
特
徴
で
す
。
特
に
観
音
山
は

市
街
地
に
隣
接
し
て
い
る
た
め
、
日

照
や
眺
望
等
に
つ
い
て
の
要
望
や
質

問
も
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
都
市
近
郊
に
位
置
す

る
た
め
、
企
業
や
地
元
の
中
学
校
の

関
東
森
林
管
理
局　

群
馬
森
林
管
理
署　
倉く
ら
ぶ
ち渕

森
林
事
務
所

林
業
体
験
講
師
や
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
を
務
め
る
こ
と
も
多
く
、
指
導
や

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
森
林
官
の
業
務
で
は
、
自
分
の
し

た
仕
事
の
成
果
を
直
接
見
る
こ
と
が

で
き
る
の
が
何
よ
り
も
嬉
し
く
、
や

り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
植
林
後

の
標
柱
に
森
林
官
と
し
て
自
分
の
名

前
が
入
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
こ

の
先
何
年
も
残
る
仕
事
が
で
き
て

「
や
っ
た
！
」と
感
じ
ま
す
。
ま
た
、

林
業
専
用
道
の
整
備
等
で
地
元
の
方

の
要
望
に
応
え
ら
れ
た
こ
と
も
、
心

に
残
る
成
果
で
し
た
。

■
山
村
で
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し

て
い
ま
す
か
？

　
春
の
芽
吹
き
、
初
夏
の
田
ん
ぼ
の

青
さ
、
秋
の
紅
葉
と
、
四
季
の
変
化

を
直
接
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

が
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
特
に

秋
の
稲
穂
は
壮
観
で
す
。

　
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る
の
は
何
よ

り
嬉
し
い
こ
と
で
、
休
日
は
山
菜
を

採
っ
て
調
理
し
た
り
、
名
水
と
い
わ

れ
る
湧
き
水
を
飲
み
に
行
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
隣
に
は
江
戸

末
期
の
幕
臣
・
小お
ぐ
り栗

上こ
う
ず
け
の
す
け

野
介
関
係

の
慰
霊
碑
等
が
あ
り
、
私
も
保
存
会

の
方
々
と
一
緒
に
地
域
の
歴
史
を
学

ん
だ
り
、
史
跡
の
清
掃
を
手
伝
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。

　
森
林
事
務
所
は
こ
の
一
帯
の
メ
イ

ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
面
し
て
い
る
の
で
、

地
元
の
お
祭
り
や
花
火
を
特
等
席
で

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

周
辺
に
温
泉
が
多
い
の
も
魅
力
の
ひ

と
つ
で
、
顔
見
知
り
の
方
と
あ
い
さ

つ
を
交
わ
し
な
が
ら
、
日
ご
ろ
の
疲

れ
を
癒
や
し
に
通
っ
て
い
ま
す
。

■
今
後
、
目
指
し
て
い
き
た
い
事

は
？

　
森
林
官
に
な
っ
て
２
年
目
と
未
熟

な
の
で
、
も
っ
と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し

て
業
務
を
こ
な
し
て
い
け
る
よ
う
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
国
有
林
と

し
て
も
今
後
、
民
有
林
と
の
関
わ
り

が
増
え
て
い
く
と
思
い
ま
す
の
で
、

地
域
と
の
仲
立
ち
が
で
き
る
存
在
に

な
れ
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
将
来
は
森
林
官
と
し
て
現

場
で
見
聞
き
し
た
こ
と
を
活
か
し
、

現
場
感
覚
の
あ
る
行
政
官
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

森
林
官　

高た
か
は
し橋　
秀ひ
で
お夫

9:00 要望対応
 地元の方から入った要望の電話に対応します。
10:00 要望のあった現地へ
 現地で要望者の話を聞き、状況を確認、対応します。

要望で多いのは倒木の処理と蜂の発生への対応です。
12:00 現地に持参したお弁当で昼食
13:00 造林や間伐事業の監督、２～３か所の現場を回ります。
16:00 森林事務所に帰着
 森林管理署に一日の報告、翌日の予定確認、メール等

のチェック。今日は地元要望対応の書類を作成します。
18:00 勤務終了
 この後は近所の温泉で一日の疲れを癒やします。

ある日のスケジュール
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